
1. はじめに

京都府の丹後半島やその近隣海域には，定置網が数多

く敷設されている．本海域は良い漁場である一方で，気

象擾乱にともない急潮と呼ばれる速い流れが度々発生す

る．そして，ときに定置網が壊れることもある（加藤，

1969；河岸ら，1989；和田ら，1990）．定置網のワイヤー

ロープが切れるなどの深刻な急潮被害は，流速0.5ms－1

以上で起こりやすい（新潟県水産海洋研究所ら，2009）．

定置網の深刻な急潮被害を防ぐには，急潮発生前に定置

網の一部を取り外して陸上へ退避させる対策が有効であ

る．この対策により，一時的に陸揚げした網が安全なの

はもちろんのこと，海中に残されたロープ等にかかる急

潮発生時の張力も減ずることができる（新潟県水産海洋

研究所ら，2009）．ただし，この対策は漁業者にとって

重労働で漁獲も見込めないので，急潮の発生を的確に察

知して効率的に講ずることが望ましい．このことから，

急潮現象の解明と予測は定置網の防災上重要な研究課題

である．そこで，著者らは2004年以降に漁業関係者と

共に京都府の定置網漁場で流れと水温の係留観測を実施

してきた．熊木ら（2005）は，この係留観測で台風0406

号が若狭湾を北上後に丹後半島北部から東部海域を進行

する急潮を捉えた．この急潮は，強風により丹後半島周

辺海域で形成された慣性振動や沿岸沈降域が半島沿岸に

波及する過程で発生したと解釈された（Igetaetal.,
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2007）．台風0406号の事例のように，丹後半島沿岸では

台風や温帯低気圧の日本海通過に伴う急潮が最も典型的

である（熊木，2010）．

低気圧の日本海通過に伴う急潮は，丹後半島だけでは

なく日本海の沿岸各地で度々発生する．大慶ら（2009）

は，台風0314号通過後に能登半島東部海域で発生した

急潮は，南西風の連吹時に形成された密度流や慣性振動

に起因することを示した．台風の日本海通過後に励起さ

れる慣性振動が能登半島東部海域で発生する急潮に関与

していることは，浅ら（2007）の数値実験でも確かめら

れた．また，丸山（2009）は佐渡島東部の海域で台風

0613号の日本海通過後に慣性周期の急潮を捉えている．

日本海沿岸であとを絶たない定置網の損壊の多くは，

上述のように低気圧が日本海の沖合を通過後に発生する

急潮が原因である（新潟県水産海洋研究所ら，2009）．

ところが，著者らによる丹後半島沿岸の係留観測では，

低気圧の最接近前に急潮が記録された事例もいくつかあっ

た．例えば，台風0514号が日本海を通過した2005年

9月7日の前日には，まだ台風が丹後半島から遠く離れ

た九州地方を進行していたにもかかわらず，半島沿岸で

急潮が発生した．丹後半島沿岸に敷設された2つの定置

網は，この急潮でワイヤーロープが切れた．太平洋上を

進む低気圧による定置網の急潮被害が多い相模湾でも，

湾沖を低気圧が通過した後だけではなく，その最接近前

に急潮が発生することがある．宇田（1953）は，気象擾

乱の接近時に発生した急潮を前急潮（まえきゅうちょう）

と呼び，気象擾乱通過後に発生する急潮と区別した．こ

れに倣って，本論文では気象擾乱通過前に発生した急潮

を前急潮，通過後に発生したものを後急潮（あときゅう

ちょう）と呼ぶ．相模湾の前急潮について，宇田

（1953）は風により沖合暖水が輸送された可能性を指摘

したが，その後，前急潮の力学機構を探求した研究は相

模湾だけでなく日本海についても行われていない．前急

潮の発生頻度は後急潮に比べて低いが，台風が通過する

前に発生するため，急潮予測という観点から，現象を正

確に把握して発生機構を明らかにしておくことが必要で

ある．そこで，台風0514号接近にともなう前急潮につ

いて，流速と水温の係留観測結果および数値実験結果か

らその力学機構を調べた．

2. 観測資料

気象データについては，京都府伊根町の太鼓山風力発

電所，鳥取県境市および石川県輪島市にある気象庁の特

別地域気象観測所（Fig.1）における毎時の平均風向風

速結果を使用した．

海況については，府内 5ヵ所の大型定置網漁場

（Fig.1の①～⑤，平均水深約50m）に，JFEアドバ

ンテック社製の小型メモリー流速計CompactEMと小

型メモリー水温計MDS－MarkV/Tを係留し，15m深

の流向流速および15m深と30m深の水温を1時間毎

に測定した．また，気象庁や国土地理院の検潮所

（Fig.1左側A～Eの沿岸海域）で得られた毎時の水位

観測結果を用いた．なお，水位記録は検潮所近傍にある

気象庁の気象台や特別地域気象観測所（Fig.1左側

A～E）における海面気圧データで気圧補正した．

3. 資料解析結果

3.1 台風0514号接近時の気象・海況変動

2005年8月29日（以下，西暦省略）にマリアナ諸島

近海上で発生した台風0514号は，強い勢力を保ちなが

ら9月6日に九州西岸付近を北上，同日夜半から9月

7日に日本海を北東方向へ進行した．そして，台風は

9月 8日にオホーツク海上で温帯低気圧に変化した

（Fig.2）．

Fig.3は，9月1日から11日までのA．境，B．田後，

C．舞鶴，D．三国，E．輪島の水位と風向風速である（地

点BとDは水位のみ）．台風が南西諸島から九州沿岸を

北上した9月4日から6日にかけて，A，CおよびE地

点では5ms－1～10ms－1の東北東風から東風が吹き続け，

A～E地点の水位が 0.6m～0.8m下降した．台風が日

本海を北東方向へ進行した9月7日には，風向が時計回

りに変化し，7日午後から8日にかけてA，CおよびE

地点では5ms－1～15ms－1の南西風から西風となった．

そして，全点で水位が0.6m～0.9m急上昇した．

Fig.4は，台風通過前後における3時間移動平均処理

を施した測点①～⑤の流向・流速である．測点①では5
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Fig.1.Bottomtopographyofthestudyarea.Numerals（①－⑤）anddoublecircle（◎）showthelocations

ofmooringstations（currentandtemperature）andMt.Taikopowerplant（wind）,respectively.Alphabets

（A－E）intheinsertedfigureshowpropelleranemometersitesandtidalstationsbyJapanMeteorological

AgencyandGeospatialInformationAuthorityofJapan.

Fig.2.TrackofTyphoon0514aroundJapan.



日以降に西向流が卓越し，台風最接近前の7日7時に

0.3ms－1となり，7日22時以降には東向流に変化した．

測点②ではすでに5日13時以降に西向流が卓越してお

り，台風最接近前の7日3時には最大で0.4ms－1，その

後の8日14時に0.7ms－1に達する東向流を記録した．

測点③では台風接近前の6日頃より北西に向かう流れが

強まり11時に最大0.8ms－1に達した．測点④の変動は

測点③と同様，台風接近前に北上流が卓越し，6日21
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Fig.3. Timeseriesofsealevel,whichinvertedbarometriccorrectionandlowpassfiltering（Hanawaand

Mitsudera,1985）aremadetoremovetheatmosphericandtidaleffect,at5tidalstations（A－E,seeFig.1）

andstickdiagramsofwindatSakai,Mt.TaikopowerplantandWajimafrom 1to11September,2005.

ShadinglineshowsthetimewhenT0514wasapproachedtotheTangopeninsula.



時には最大0.7ms－1を記録した．測点⑤では4日頃よ

り0.1～0.2ms－1の東向流であったが，7日9時以降に

は西向流に転じた．以上のように，0.7ms－1を超える強

い流れが測点③と④で観測された．

Fig.5は，9月1日～11日の測点①～⑤における水温

である．測点①の15m深と30m深では，9月3日以

降に下降し始め，台風が最接近する7日午前までに各層

ともに10℃弱低下した．測点②でも測点①と同程度の

水温低下がみられた．台風通過後の7日午後には測点①

と②の各層で急な昇温傾向を示すが，測点②の変動の方

が 4時間程早い．測点③～⑤の水温は，30m深では

4日以降比較的緩やかに低下したが，15m深では数時

間周期の変動を繰り返した後，6日午後以降急激に低下

した．

気象と海況の観測結果をまとめると，台風が丹後半島

沖を通過する前から東寄りの風が3日間以上吹き続けた．

丹後半島沿岸の前急潮 205

Fig.4.Timeseriesof3－hourrunningaveragedcurrentvelocity（15mdepth）at5mooringstations（①－

⑤,seeFig.1）from1to11September,2005.ShadedlineisthesameasinFig.3.Notethatvectorsdirected

upwardrepresentwestwardcurrentatSta.①－②,northwardcurrentatSta.③－④ andeastwardcurrent

atSta.⑤,respectively.
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Fig.5. Timeseriesoftemperature（ 15mdepth， 30mdepth）at5mooringstations（①－⑤）from1to

11September,2005.ShadedlineisthesameasinFig.3.



9月5日～7日には，丹後半島および周辺海域の水位と

水温が低下するとともに，数日間にわたり丹後半島東部

沿岸を北上する強い流れが発生した．以上の前急潮に伴

う変動の特徴は，熊木ら（2005）やIgetaetal.,（2007）

が示した近慣性周期変動が主要因である後急潮とは異

なる．

3.2 流速の周期変動特性

丹後半島沿岸では，台風の日本海通過による後急潮に

伴う流れは周期的に変動することが多い（Igetaetal.,

2007；熊木，2010）．このような周期変動が前急潮にも

存在するのかを調べるために，スペクトル解析をおこなっ

た．Fig.6は，強い北上流が記録された測点③と④にお

ける9月1日～7日の流速南北成分のパワースペクトル

である．流速のスペクトルには，Ⅰ：16～23時間帯，

Ⅱ：25～44時間帯，Ⅲ：2～4日帯にピークが認められ，

低周波ほどエネルギーレベルが高い．各卓越周期帯の流

れの時間変動をみるため，強い北上流が記録された測点

④での周期帯Ⅰ～Ⅲの南北流速成分を非再帰的フィルター

により生データから抽出した（Fig.7）．周期帯ⅠとⅡ

の流速は，いずれも台風通過後に増大する傾向がみられ

た．一方，周期帯Ⅲの流速は，台風最接近の2～3日前

から増大し，9月6日に極大を示した．このことから，

丹後半島東部で発生した前急潮の期間には，周期帯Ⅲの

変動が主体であったと言える．

3.3 流速構造の特徴

次に，台風接近時における2～4日周期の流れの構造

をEOF解析で調べた．解析に用いたのは，9月1日か

ら10日までの測点①～⑤における2～4日周期帯の流速

の東西・南北成分である．EOF解析は，それぞれの物

理量を独立させた10行10列の相関行列に対しておこ

なった．

Fig.8は，EOF第 1から第 3モード（累積寄与率

77.5％）の相対流速のベクトルの分布と時間変化を示す．

なお，最下段の図は，25時間移動平均値処理を施した

太鼓山の風速東西成分である．第 1モード（寄与率

38.5％）の流速ベクトルは，丹後半島沿岸の広い範囲で

岸に平行な流れであった．第2モード（寄与率23.8％）

の流速ベクトルは，経ヶ岬付近を境に流れのセンスが異

なる．第3モード（寄与率15.2％）の流速ベクトルの

分布は丹後半島東部南端だけで流速が強くなる構造で

ある．

このうち，第1モードの時係数は9月初旬から負で推

移していたが，6日から台風最接近時の7日にかけて大

きな正の値を示した．この第1モードの時間変化は，若

狭湾周辺海域における風や水位の変化と対応した．第1

モードの時係数と25時間移動平均値処理を施した太鼓

山の風速東西成分（Fig.8下段）との相関は，19時間
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Fig.6. PowerspectraofNorth-Southcomponents

ofcurrentspeedatsta.③ and④ from1to7Sep-

tember,2005.Arrowsshowdominantperiodofcur-

rent.
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Fig.7.North-Southcomponentsofcurrentspeedaboutthreebandoffrequencies（SeeFig.6）atsta.④from

1to11September,2005.ShadedlineisthesameasinFig.3.

Fig.8.ResultsofEOFanalysis.（Upperpanels）DominantcurrentdirectionofEOF1to3modeateachsta-

tiondeducedfromeigenvalueofEOFanalysis.Vectorlengthshowstherelativevelocity.（Middlepanel）

TemporalcoefficientEOF1to3modeof2－4dayperiodiccurrent（15mdepth）at5mooringstations（①－

⑤）from1to10September,2005.ShadedlinesarethesameasinFig.3.（Lowerpanel）East-Westcompo-

nentsof25－hourrunningaveragedwindspeedatMt.Taikopowerplant.



遅れで最も高い－0.61を示した．また，第1モードの

時係数と舞鶴の水位（Fig.3）との相関は，時間差なし

で－0.83であった．第2モードの時係数と25時間移動

平均値処理を施した太鼓山の風速東西成分（Fig.8下段）

との相関は，8時間遅れで最も高い0.75を示した．一

方，第2モードの時係数と舞鶴の水位（Fig.3）との相

関は，時間差なしで0.45であった．第3モードの時係

数と25時間移動平均値処理を施した太鼓山の風速東西

成分（Fig.8下段）あるいは舞鶴の水位（Fig.3）の相

関は，時間差の有無に関わらずいずれも±0.1未満で

あった．

以上から，EOF第1，2モードは風と高い相関を持つ

流れ場であり，EOF第1モードは水位変化を伴う流れ

で風に対して慣性周期（約20時間）程度の応答時間を

持つこと，EOF第2モードは風に対して比較的早く応

答する流れで水位変化にはあまり影響しない成分である

ことが分かった．

4. 考 察

前急潮に関する観測資料を解析した結果，丹後半島東

部の強い北上流は，台風の接近に伴う東風の連吹と高い

相関を示すことが明らかとなった．また，この東風の連

吹期間には，水位が低下し，丹後半島沿岸の水温が下降

していた．各測点の水温は，15m深と30m深で均一

になることなく低下していたことから，強風連吹による

海水の鉛直混合の影響だけでは説明できない．成層した

沿岸海域において，岸を左にみて吹く風が吹き続けたこ

とによる沿岸湧昇は日本各地で観測されている（蓮沼，

1979；宇野木・海野，1983；大谷，1986；千手・渡辺，

1999）．すなわち，海岸線が東西に延びる山陰地方沿岸

では，台風接近時に観測された水温低下は東寄りの風で

引き起こされた湧昇による可能性が考えられる．

湧昇発生域における流れは，沖向きのエクマン輸送や

下層からの湧昇流による岸沖方向の循環よりも，湧昇に

より形成される密度場や海面変位の分布に対応した地衡

流場が重要になり，上層に沿岸ジェットが形成される

（吉田，1978；北出ら，1996）．台風接近時には，丹後半

島沿岸の上層で岸を左にみる流動構造をもつEOF第1

モードが発達した．また，このモードは東風より一慣性

周期（約20時間）程度遅れて発生し，沿岸水位の低下

とも良く対応していた．したがって，EOF第1モード

は丹後半島周辺に形成された湧昇域に伴う沿岸ジェット

を示すと考えられる．一方，EOF第2モードは8時間

遅れで風の変化と良く対応し，そのピークは台風通過後

に見られた．また，潮位との関係が低いことから，風に

対して短い時間で応答する成分であると言えるだろう．

そこで，次にEOFの第1，2モードの流れの力学的過

程や，前急潮が風のみによって発生し得るものであるの

かを調べるために数値実験を行った．

4.1 風応力の効果について

4.1.1 モデルの概要

数値実験は，静水圧近似およびブシネスク近似を施し

たプリミティブ方程式系を差分化した3次元レベルモデ

ルで実施した．空間には中央差分，時間には中央差分と

前方差分を組み合わせたスキームとした．水温変動を表

現するため，水温と塩分の保存式を差分化し数値積分に

用い，Mellor（1991）の式により密度を求めた．鉛直渦

動粘性係数Azと鉛直拡散係数Kzは，Pacanowskiand

Philander（1981）に倣って，

Az＝A0（1＋5Ri）－2＋Ab，Kz＝Az（1＋5Ri）－1＋Kb

のようにリチャードソン数によってパラメータ化し，水

温と塩分には同じ拡散係数を用いた．ただし，A0＝1.0

×10－3（m2s－1），Ab＝1.0×10－5（m2s－1），Kb＝1.0×10－5

（m2s－1）とした．一方，水平粘性にはスマゴリンスキー

モデル（係数0.2）を用いてパラメタリゼーションした．

計算領域は，山陰から能登半島西岸までとその沖合の

海域を含む東西250kmおよび南北200kmの海域であ

る．この海域を1km×1kmの正方格子に分割し，海底

地形は日本海洋データセンターのJ－EGG500を用いた．

ただし，1000m以深の地点は1000mとして，計算時

間の短縮を図った．鉛直方向には15層を設定した（各

層厚は上から10m，10m，10m，10m，10m，10m，

20m，50m，60m，100m，100m，100m，100m，

200m，210m）．
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現場観測結果から，前急潮の第一の要因は風であると

推察できる．そこで，風応力だけで観測された現象をど

こまで説明可能なのかを調べる目的で，初期条件は全域

で静止状態とし，外力として風応力のみを与える実験を

行った．モデルの格子点の風は，Fig.3に示した3点で

の毎時の実測値から最適内挿法（例えば，水野，1995）

を用いて求めた．そして，各格子点での毎時の風向風速

は，線形内挿によりモデルの時間ステップに置き換えて

実験に使用した．モデルの開始時刻は9月4日0時とし

た．初期の密度場は，京都府が所有する海洋調査船「平

安丸」で8月29日に実施した丹後半島沖合（36�15・N，

135�10・E）のCTD観測結果をもとに全域に一様に与え

た（Fig.9）．

境界条件は，開境界を Slip条件，陸岸境界を Non-

slip条件とし，開境界での波の反射を防ぐため，開境界

から20kmの領域にスポンジ条件を用いた．また，開

境界における海面変位については，表層エクマン輸送を

可能にするために clamped conditionを適用した

（KitadeandMatsuyama，2000）．

4.1.2 台風接近時の風による流れの発達過程

Fig.10とFig.11は，それぞれ実験によって得られ

た丹後半島周辺海域の15m層と35m層における台風

接近時の水温および流れの場である．図は，上から順に

台風最接近の 15時間前（9月 6日 17時），5時間前

（9月7日3時），15時間後（9月7日23時），30時間後

（9月8日14時）に対応する．また，丹後半島上に記し

たベクトルは太鼓山の風向風速を表している．丹後半島

周辺の沿岸海域に着目すると，東風が連吹した台風最接

近の15時間前には，岸に沿った広い範囲で水温の下降

域が形成された．15m層では，この水温下降域は沖合

域に比べて1～3℃低く，岸沖方向の幅は約15kmであ

る．この距離は，内部変形半径NH／f≒13km（ただ

し，NはFig.9の初期成層から求めたバイサラ振動数

2.2×10－2s－1，Hは平均水深50m，fはコリオリパラメー

タ8.5×10－5s－1）と匹敵する．また，内湾域を除く丹後

半島沿岸では岸を左手にみる流れが卓越しており，

EOF第1モードの流速構造（Fig.8）と良く対応する．

台風最接近5時間前には，半島全域や若狭湾内の水温下

降域がさらに発達するとともに半島東部の北上流も強まっ

た．台風通過15時間後には，水温下降域は若狭湾奥西

部を除いて解消され，台風最接近前とは流向が反転し，

岸を右手にみる流れとなった．この7日23時は，西風

が最大になってから6時間後に相当し，EOF第2モー

ドの時係数が増大した時期（Fig.8中段）と一致する．

数値実験結果では，測点に対応する格子点での流れは丹

後半島東部を除くと北東ないし東方向であった．これは，

EOF第2モードの流速構造（Fig.8上段）と対応した
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Fig.9. Verticalprofileoftemperatureandsigma-t

usingthemodel.ThisprofilewasobtainedbyCTD

observation（R/VHeian）offTangoPeninsulaon

29August,2005.
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Fig.10.Resultofnumericalsimulationofcurrentvelocityandtemperatureat15mlayerfrom6to8Sep-

tember,2005（timesteps65－110hours）.WindvectoratMt.Taikopowerplantandcurrentmooringsta-

tionscorrespondingto①－⑤ arealsoindicated.
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Fig.11. SameasFig.10exceptfor35mlayer.



丹後半島沿岸の前急潮 213

Fig.12.Resultofnumericalsimulationofcurrentvelocity（15mlayer）andtemperature（bluecurve：15m

layer,redcurve：30mlayer）atsta.①－⑤from5to9September,2005.ShadedlinesarethesameasinFig.

3.NotethatvectorsdirectedupwardrepresentwestwardcurrentatSta.①－②,northwardcurrentatSta.

③－④ andeastwardcurrentatSta.⑤,respectively.



分布であると言える．台風通過30時間後には，若狭湾

奥西部の水温下降域は解消された．

Fig.12は，測点①～⑤に相当する格子点の9月5日

から9日の流向流速（15m層）と水温（15m層，30m

層）の数値実験結果である．測点①と②の15m層では，

水温が9月7日の13時と8時にそれぞれ極小を示し，

以降に昇温と同時に東流へと転じた．測点③と④では，

降温を伴う北上流は台風通過直後まで継続し，測点③で

は7日の13時，測点④では18時に0.6ms－1に達した．

測点⑤では，台風最接近までは降温と共に北上流あるい

は東向流が卓越するが，その後昇温と同時に流向は反転

して南西に向かう流れが強まった．いずれの測点におい

ても，台風通過前の水温下降とともに岸を左にみる流れ

が発達し，昇温と同時に反転して岸を右にみる流れとな

る点は共通している．

数値実験結果を観測結果と比較すると，（1）岸を左に

みる流れが水温下降と同時に生じている点，（2）水温・

流速変動が測点①よりも測点②で早く起こっている点，

（3）水温低下が測点③から⑤にかけて伝播している点，

（4）測点①と②の水温は緩やかに低下するが，測点③～

⑤の15m深水温は9月7日に急に低下しだす点など，

台風の最接近前から台風が通過して沿岸水温が上昇する

までの変動の特徴は良く一致している．（1）はEOF第

1モード（Fig.8上段）にもみられた特徴で，沿岸ジェッ

トの構造を示すと考えられる．（2）の特徴は，台風の通

過に伴い風向が東から西へ時計回りに変化した際，東西

に海岸線が延びた測点①では湧昇から沈降へと変化する

が，海岸線が北東に傾いた測点②では少し先に応答した

と考えればよいだろう．（3）は湧昇域が岸に沿って伝播

していることを示す．また，（4）は丹後半島周辺の水温

分布と流れの関係（Fig.10のt＝65，75）から分かる

ように，丹後半島の東には若狭湾内の表層水が沿岸ジェッ

トと風による吹き寄せによって丹後半島東部に押し付け

られ，湧昇域（水温下降域）が波及しにくかったためと

考えればよい．

以上の点から，前急潮に関連する現象は風応力のみを

与えた実験によりほぼ再現できたと言え，沿岸ジェット

が前急潮の主な原因と判断できる．

なお，台風0514号通過後に丹後半島東部の水温は上

昇に転じた．この昇温後の流速変動は，数値実験で上手

く説明できているとは言えない．数値実験結果と観測結

果が一致しない点を次節で議論する．

4.2 基本場の流れによる影響

本研究の数値実験結果では，台風の通過後に丹後半島
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Fig.13. Stickdiagramsofcurrentspeedat15m,30mand50mdepthinthewesternpartofWakasaBay

from11：44to14：289September,2005（byR/VHeian）.Currentvectorsat3mooringstations（③－⑤）

arealsoindicated.



沿岸で水温が上昇すると同時に岸を右にみる流れが発生

し，若狭湾へと伝播することが示された．この変動は，

後急潮として 熊木ら（2005）やIgetaetal.（2007）で

報告されている現象と良く対応する．台風0514号の場

合には，測点③と④で9月8日の正午頃に弱い南下流が

見られる程度で，台風通過後の後急潮に対応する強い南

下流は発生せず，変動しながらも強い北上流が9月10

日まで続いていた（Fig.4）．9月8日以降には台風によ

る風の影響がないことから，測点③と④で持続した北上

流は風応力の効果だけでは説明できない．

9月9日には，平安丸により若狭湾西部海域でADCP

による観測が実施されていた．この測流結果には，測点

③と④の東の海域で北上する流れが記録されている

（Fig.13）．この北上流は，若狭湾西部に形成されてい

る時計回りの渦流の一部であると見受けられ，測点③と

④で台風通過後も継続して観測された北上流の一因になっ

た可能性がある．

宇田（1930）は，若狭沖における対馬暖流の強勢時に

は若狭湾で時計回りの地形性渦流が誘発されやすいこと

を指摘している．若狭湾沖からの冷水域（通称 山陰若

狭沖冷水域）の南下が，湾内の渦流の形成に関与すると

の報告もある（橋本，1982）．本研究の数値実験で再現

された北上流が，係留観測で記録された北上流よりも

0.1～0.2ms－1小さかったことに関しても，この渦流の

効果を考慮していないことによる可能性がある．また，

若狭湾の渦流との関連は不明だが，千手（2009）が湾東

部の越前岬周辺海域で対馬暖流の接岸による急潮を捉え

ている．以上，本研究の主目的である前急潮現象の力学

機構の解明は，ほぼ達成できたと言えるが，今後，丹後

半島沿岸の流れをより正確に予測するには，気象擾乱の

影響に加えて若狭湾の渦流や対馬暖流の影響も考慮する

必要がある．
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Mae-KyuchoalongthecoastofTangoPeninsula
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Abstract

FromrecentmooringobservationscarriedoutalongthecoastofTangoPeninsula,we

foundthatstormycurrent,Kyucho,rarelyoccurredbeforepassageofTyphoonormid-

latitudecycloneanddamagedset-netaroundthepeninsula.Weexaminedthecharacteristics

andgenerationmechanismoftheKyuchoassociatedwiththecaseofTyphoon0514.Mooring

currentandtemperaturedataobtainedattheeasternpartofthepeninsulashowedthatthe

northwardstrongcurrent（approximately0.8ms－1）accompaniedwithtemperaturedecrease

havedevelopedbeforepassageofthetyphoon.Thecurrentsdistributedwiththecoastonthe

lefthandwereextractedasthefirstEOFmodeanditstimevariationwasfoundtobecrossly

correlatedwiththewestwardwindatMt.Taiko（atthecenterofthepeninsula）.Fromanu-

mericalexperimentusing3Dlevelmodelwithuniformstratificationcondition,thenorth-

wardstrongcurrentandtemperaturedecreaseattheeasternpartofthepeninsulawaswell

reproducedbyforcingofthewindwhichwasblowingmorethantwodaysbeforepassageof

Typhoon0514.WeconcludedthattheKyuchooccurredateasternpartofthepeninsulabe-

forepassageofTyphoonwasduemainlytothecoastaljetexcitedbycontinuouslyblowing

strongwestwardwind.
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